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オンラインセミナー当日の参加手順

Zoom参加後の操作方法・注意事項について

お問い合わせ
s.vip@poppins.co.jp03-3447-5666

主催／株式会社ポピンズファミリーケア  シルバーケアサービス部

参加登録

https://www2.poppins.co.jp/l/947532/2022-06-02/9xh76

〒150-0012 東京都渋谷区広尾5-6-6 広尾プラザ 5F

Zoomビデオミーティングによる
オンライン開催

（インターネット経由でどこからでも参加可能）

7/1金

●ポピンズご利用者様 ●介護・医療専門職の方
●当社関連企業の方  ●ポピンズ関係者
●ご興味のある一般の方

14:00
15:20 終了

予定

14:00　講演 開会挨拶・講師紹介
14:05　講演開始（1時間）
15:05　質疑応答（15分）
15:20　終了

開 催 日 時

会 場

対 象

time schedule

（平日9:00～18:00）

参加ご希望の方は、QRコード または、
下記URLよりお申込みください。

講  演

働 く 女 性 を  最 高 水 準 の エ デ ュ ケ ア と 介 護 サ ー ビ ス で 支 援 し ま す。 ポピンズ

教えて、ドクター！医療セミナー
第11回定期開催・

申込締切

6/30 木

オンライン開催　参加費無料 
Medical トリビア　―老いて病み恍惚として人を識らず―

セミナー当日13時45分より、ZOOMビデオミーティングにご参加いただけます。
お申込み時に自動配信された本文内の招待URLをクリックしてご参加ください。

操作方法や注意事項については、開演時に司会よりご案内させていただきます。

1972年に新潮社から出版された有吉佐和子の長編小説「恍惚の人」。取材に10年の歳月を費やし書き下ろした文学作品で、当時にして認知症の深刻さを
いち早く世に問い、その年の大ベストラーとして流行語にもなった。社会的反響の高さ、売上により新潮社は新しい別館社屋を完成させ「恍惚」ビルと
持て囃された。今から50年前の話である。中国では「失智」と呼ばれ、現代の医学においてさえも完治させる方法は未だ発見されていない。 ※文責は当社にあります。

「認知症にも種類がある？原因と治療法！」
2021年9月、毎年、敬老の日に合わせて総務省統計局から発表される65歳以上の高齢者数は、過去最多の3,640万人を記録し、人口比率に
して29.1%、平均寿命では男性81.64 歳、女性 87.74 歳と過去最高を更新した。
長寿化は現代医学の恩恵が遺憾なく発揮された成果とするいっぽう、高齢化による特有の疾患発生や心身機能の低下に陥ることも否めない。
そして、高齢化により国民の最も関心の高い疾患のひとつが認知症である。
WHOによる「認知症」の定義は、「認知症とは、一度正常に達した認知機能が後天的な脳の障害によって持続性に低下し、日常生活や社会
生活に支障をきたすようになった状態を言い、それが意識障害のないときにみられる」としている。
認知症の最大の原因は加齢とされるが、日本における65歳以上の認知症患者数は大よそ600万人※と推計され、2025年には高齢者の５人に
ひとり、700万人以上の方が認知症になると予測されている。
なぜ、認知症が起こるのか。現在、様々な医学の発展や最新の医療技術・研究により、全容までいかずとも解明されつつある。
今回は、認知症の中で最も多いとされ、脳に特殊なタンパク質が溜まり、脳神経が変性、記憶を司る海馬を中心に脳が委縮する過程で
おきるアルツハイマー型認知症を始め、認知症の主な種類や症状、その原因、治療法についてなど、分かりやすく解説します。
※2020年厚労省調べ

星野 晴彦氏済生会中央病院講師
プロフィール
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慶應義塾大学医学部卒業
東京都済生会中央病院内科研修医 /専修医
東京都済生会中央病院内科医員
米国クリーブランドクリニック神経内科臨床研修
英国国立神経病院臨床研修
米国サンディエゴ カリフォルニア大学アルツハイマー病研究所臨床研修
東京都済生会中央病院内科医員として復職
東京都済生会中央病院内科医長（神経内科）
慶應義塾大学医学部神経内科 専任講師
慶應義塾大学医学部脳血管障害予防医学講座 特別研究准教授
東京都済生会中央病院 内科部長、神経内科部長、脳卒中センター長
東京都済生会中央病院 副院長

日本神経学会認定神経内科専門医、日本内科学会認定総合内科専門医、 医学
博士号『Duplex 超音波検査による椎骨脳底動脈閉塞の診断』、日本医師会
認定産業医、臨床研修指導医、日本脳卒中学会専門医、日本頭痛学会専門医、
臨床修練指導医、日本認知症学会専門医

「脳卒中 専門医が説き明かす 病気の前兆・急性期対処法・予防法」など著作多数

日本内科学会（指導医、日本内科学会評議員、関東地方会幹事）／日本神経学会（指
導医、関東甲信越地方会世話人）／日本脳卒中学会（評議員、学会誌査読委員）
／日本脳循環代謝学会（幹事、学会誌編集委員）／日本神経治療学会（評議員）
／日本栓子検出と治療学会（評議員）／日本心血管脳卒中学会（評議員）／
日本認知症学会（指導医）／日本頭痛学会／日本脳卒中協会東京都支部（支部長）
／東京都循環器病対策推進協議会（委員）

神経内科、特に脳血管障害

後ほど、セミナーの招待メールをご登録いただいたメールアドレスに自動配信させて頂きます。

副院長
内科部長  神経内科部長  脳卒中センター長

ポピンズファミリーケア「VIPケアサービス」主催


